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１ ． 研究計画の概要
エジプト 、 アブ・ シール南丘陵遺跡は、 早

稲田大学エジプト 調査隊によ って 1991 年に
発見さ れた遺跡である 。 当該遺跡から は、 古
王国時代の建造物や中王国時代の岩窟遺構
群、 新王国時代の石造、 煉瓦造建造物が発見
さ れており 、 古代エジプト 王朝時代の聖地の
一つと し て重要な位置を 占め続けてき たと
考えら れている 。

研究代表者の柏木は建築班主任と し て当
遺跡の調査研究および保存整備に携わっ て
き た。 成果の一部は自身の学位論文と し てま
と めら れたが、 遺構の残存状況は総じて悪く 、
平面の把握すら 困難な箇所も 少なく なかっ
た。 そのため発掘区域を広げ、 散乱し た石材
や関連部材を可能な限り 収集し て、 よ り 確度
の高い復元像を提示する こ と が求めら れた。
本研究はこ う し て得ら れた散乱建材の分

析を基に、出土遺構の復元考察を行う と と も
に、 アブ・ シール南丘陵遺跡の特質を包括的
に抽出するこ と を目指し たものである 。

２ ． 研究の進捗状況
丘陵頂部から 発見さ れた遺構のう ち、 カエ

ムワセト 王子の石造建造物は特に重要な建
造物である 。 し かし ながら後世に大規模な破
壊を受けたため、原位置を留める部材は少な
く 、 大部分は周囲から散乱し た状態で発見さ
れた。 このう ち、 丘陵頂部に広がる散乱石材
は 2000 年度までに概ね収集が完了し 、 基本
的な考察が完了し た。 それを受け 2001 年度
から は丘陵斜面に崩落し た石材の取り 上げ
作業に着手し 、2007 年度に一応の終結をみた。

この間に取り 上げら れた石材は 1000 点を超
え、 出土状況や規模、形態などの記録を行っ
た。

2008 年度および 2009 年度は上記崩落石材
の詳細な観察および資料化を推し進め、 古代
エジプト 建築で開花式パピルス 柱に分類さ
れる柱片が含まれているこ と を確認し た。 ま
た梁や天井材と 考えら れる部材も確認さ れ、
開花式のパピルス 柱を備えた空間が存在し
たこ と を明ら かにし た。

2008 年度には石造建造物の北東区域から
貴族墓の礼拝堂と 地下遺構が発見さ れた。残
存状態は良好でなかったが、詳細な観察を行
った結果、 カエムワセト 王子と同時代の建築
技術が確認さ れ、彼本人ある いは密接な関係
を持つ人物の建物である と 考えら れた。
また地下に穿たれた 岩窟墓についても調

査を行い、内部に安置さ れた石灰岩製の棺は
石切場から 新規に切り 出さ れた 石材ではな
く 、 マスタバ墓の石製角柱を再利用し た可能
性が高いこ と を提示し た。 さ ら に岩盤に残さ
れた痕跡の観察から 掘削手順を復元し 、 重量
のあ る 石棺の搬入方法や時期も 含めた 一連
の工程を描く こ と ができ た。

岩窟墓の発見を受け、 ルク ソール西岸、 コ

ーカ地区およびダハシュール北地域において

岩窟墓群の比較調査を実施し た。 岩盤の掘削

手順や仕上げ方法などを観察、 検討し た。

３ ． 現在までの達成度
②おおむね順調に進展し ている 。
(理由)
本研究は、 アブ・ シール南丘陵の頂部に位
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置する 建造物の復元研究および当遺構の歴
史的、 地理的特質の抽出を目的と し て開始さ
れた。 3 年間の調査研究によ り 、 復元研究に
有用な建材をほぼ入手するこ と ができ 、資料
化も完了するこ と ができ た。 現在、 復元成果
の発表に向けて論文を執筆中である 。

発掘区を拡張し た調査では、 新たに貴族墓
が発見さ れ、 当丘陵の歴史的位置づけを検討
する上で重要な資料と なった。礼拝堂の記録、
平面形式や建立時期などの基本的な検討も
行う こ と ができ 、今後の比較研究を進める上
で基礎的な準備は整ったと 考えら れる 。 また
地下の岩窟墓についても石棺を含め、測量作
業を完了し 、 基礎データの入手が終了し た。
記録作業と並行し て基本的な分析も進め、 一
連の掘削工程を仮説と し て提示する こ と が
でき た。
以上のよ う に、 アブ・ シール南丘陵遺跡で

は、既出土の建造物の考察がほぼ完了する と
と もに、 新たな 遺構の発見によ って丘陵遺跡
の包括的な理解に向けた基礎資料の充実を
図るこ と ができ た。

４ ． 今後の研究の推進方策
アブ・ シール南丘陵遺跡の頂部から 新たに

貴族墓礼拝堂と 地下遺構が発見さ れたこ と を

受け、 今後は礼拝堂および岩窟墓の調査研究

を進める必要がある 。 貴族墓の礼拝堂は近年

報告例が増加し つつも 、 未だ包括的な研究が

なさ れていない分野である 。 アブ・ シール南

丘陵遺跡から 発見さ れた礼拝堂は、 高位の人

物のものと 想定さ れ、 編年を検討する上で重

要な役割を果たすこ と が期待さ れる 。

また、 当丘陵遺跡から初めて本格的な墓建

築が発見さ れたこ と から 、 当丘陵に墓地と い

う 性格が付与さ れた点は重要である 。 墓地の

選地や方位などについて、 更に検討を重ねる

必要がある と 考える 。

５ . 代表的な研究成果
（ 研究代表者、 研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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